
　　

　

　

　

　

学校施設の耐震化状況を公表します 北茨城市教育委員会教育総務課

□公表の目的

学校は、子供たちの学習の場であるとともに、災害時に地域住民の避難場所となるなど、大
切な役割を担っています。このため、想定される地震災害に対応するために耐震性が確保され
ていない学校施設の耐震化を進めて行きます。

当市では、旧基準（昭和56年６月１日の耐震基準の見直し以前に用いられた耐震基準）によ
り建築された校舎等については、優先度調査の実施結果に基づき、平成18年度から２次診断に
より耐震補強の必要性の有無を判断し、順次耐震化を実施しています。

耐震診断の実施及びその結果については、「地震防災対策特別措置法」(平成24年６月27日最
終改正）に基づき、次のとおり公表します。

□耐震化状況および耐震診断結果について（平成28年４月１日現在）

当市の耐震化状況及び耐震診断結果については、別添の学校施設の耐震化状況一覧表のとお
りです。耐震化率は、非木造施設のみで91.1％です。

□今後の耐震化の取り組みについて

学校施設の耐震化は、早急に取り組まなければならない重要施策ですので、旧耐震基準で建
てられた残りの関南小・磯原中学校については、改築を進めて行きます。

□非構造部材の耐震化への取り組みについて

東日本大震災における天井等の脱落被害を踏まえ、震災時の災害応急対策活動を迅速かつ円
滑に行うため、拠点となる施設における安全確保をめざして、平成27年度に全学校の体育館に
ついて吊り天井・照明・バスケットゴールの全ての落下防止対策実施完了いたしました。



旧耐震基準で建築された施設

構造 面積 階数 ﾌﾚｰﾑの最大 ﾌﾚｰﾑの最小 ﾌﾚｰﾑの最大 ﾌﾚｰﾑの最小

校舎A RC 3,018 3 S56.3 旧 0.83 Ｈ21　耐震性あり判定

校舎B RC 1,120 3 S57.3 新

校舎C RC 1,007 3 S57.3 新

体育館 S 757 2 S57.3 新 なし

校舎 RC 3,198 3 S59.3 新

体育館 S 687 2 S59.3 新 なし

校舎 RC 2,304 3 S63.3 新

体育館 S 703 2 S60.3 新 なし

校舎 RC 5,374 3 H3.2 新

体育館 S 1,229 1 H11.3 新 H27改修済

校舎A RC 3,405 3 H16.11 新

校舎B RC 29 2 H16.11 新

校舎C RC 794 2 H16.11 新

体育館 S 982 1 H18.3 新 H27改修済

校舎 RC 3,420 4 H1.4 新

体育館 S 559 2 S55.3 旧 0.89 Ｈ27 耐震補強工事済 なし

校舎 RC 1,931 3 S63.8 新

体育館 S 554 2 S50.2 旧 0.80 Ｈ27 耐震補強工事済 なし

校舎A(1棟2期) RC 1,938 3
S40.3
S41.3

旧 1.89 0.18 2.36 0.23 CTU・SD値
H28改築工事完了予定

校舎B RC 601 3 S62.1 新

体育館 S 681 2 S56.3 旧 0.78 Ｈ21 耐震補強工事済 なし

校舎 RC 4,425 3 H2.3 新

体育館 S 931 1 H2.3 新 なし

校舎 RC 3,100 3 H8.11 新

体育館 S 975 1 H9.12 新 H27改修済

校舎A RC 2,392 3 S53.12 旧 0.77 Ｈ23 耐震補強工事済

校舎B RC 2,635 3 S60.3 新

校舎C RC 299 1 S60.3 新

体育館 W 1,020 1 H5.3 新 H27改修済

柔剣道場 S 468 1 H22.10 新 H27改修済

校舎A(1棟3期) RC 1,684 3
S37.3
S43.2
S45.1

旧 耐力度調査済

校舎B RC 638 2 S45.1 旧 耐力度調査済

校舎C RC 1,552 3 S62.3 新

校舎D RC 613 3 S62.3 新

体育館 S 969 2 S46.2 旧 耐力度調査済 なし

校舎A RC 1,691 3 S53.12 旧 0.81 Ｈ27 耐震補強工事済

校舎B RC 376 2 S63.3 新

校舎B S 199 2 H8.2

体育館 S 806 2 S47.3 旧 0.86
Ｈ24 耐震補強工事
済

なし

校舎A RC 2,853 3 S55.3 旧 0.75
Ｈ26 耐震補強工事
済

校舎B RC 1,253 2 S61.3 新

体育館 S 999 1 H4.5 新 H27改修済

柔剣道場 S 468 1 H22.11 新 H27改修済

校舎 RC 5,580 3 H28.３ 新

体育館 R+S 1,353 1 H28.３ 新 なし

柔剣道場 R 610 1 H28.３ 新 なし
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2 中郷第二小学校
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6 中妻小学校

精華小学校

石岡小学校

　　　　　　　　

12 磯原中学校

7 華川小学校
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☆学校施設の耐震化状況一覧表

　平成28年４月１日 現在

11 中郷中学校

華川中学校13

補強値

14 常北中学校

補強値
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※　大規模な地震とは、震度６強から震度７程度の地震を想定しています。

２次診断において耐震性能を表す指標であるIs値については、0.7を超えることが必須です
が、0.7を超えてもCTU・SD値が0.3未満（q値が1.0未満に相当）になると耐震補強が必要とな
ります。

RC:鉄筋コンクリート造

S:鉄骨造

W:木造

　Isが0.6以上の場合で
かつq値が1.0以上の場合

　大規模な地震の振動及び衝撃に対して倒壊、
又は崩壊する危険性が高い

　Isが0.3未満の場合
又はq値0.5未満の場合

　Isが0.3以上0.6未満の場合
又はq値0.5以上1.0未満の場合

2次診断の結果、建物が水平方向の力に耐えられる力の指標で、建築物の構造ﾌﾚｰﾑ毎に算出さ
れます。値が大きいほど耐震性が高いことを表します。

2次診断の結果、建物の粘り強さに形状や経年等を考慮して算出される構造耐震指標で、建築
物の構造ﾌﾚｰﾑ毎に算出されます。又体育館のように、構造的に空間が多く、屋根を構成する
部材が小さい建物では、部分的に非常に低いIs値が示されることがあります。

第2次診断の結果，算出される建物が水平方向の力に耐えられる力の指標です。値が大きいほ
ど耐震性が高いことを表します。

　大規模な地震の振動及び衝撃に対して倒壊、
又は崩壊する危険性が低い

2次診断： 柱･壁・ｺﾝｸﾘｰﾄ強度、鉄筋量等から建物の強さと粘り強さ推定し、耐震補強等の必
要性を検討する診断方法です。

　大規模な地震の振動及び衝撃に対して倒壊、
又は崩壊する危険性がある

優先度調査： 建物の建築年、構造形式、ｺﾝｸﾘｰﾄ強度、耐震壁などから2次診断を実施する優
先度を検討するため、文部科学省が定めた調査で5段階の優先度ランクに判定され小さい数値
ほど優先度が高くなります。

学校施設の耐震状況一覧表の用語等について

☆Is、CTU・SD値に応じた地震に対する目安（主に診断対象が校舎の指標）

☆Is、q値に応じた地震に対する目安（主に診断対象が体育館の指標）

旧：昭和56年6月1日の耐震基準見直し以前に用いられていた耐震基準により建築されたもの

新：昭和56年6月1日に施行された耐震基準により建築されたもの


